
を
異
に
す
る
。

　
と
も
か
く
も
、
・
此
如
き
根
本
史
料
に
容
易
に
接
す
る
事
が
出
來
た
事
の
吾

人
の
喜
悦
は
書
ふ
を
要
b
な
い
で
あ
ら
う
し
、
紙
背
の
．
彼
杵
庄
丈
轡
ま
た
野

里
研
究
の
重
要
な
る
史
料
た
り
得
る
Q

　
育
徳
青
嵐
當
事
者
の
努
力
と
好
意
に
多
大
の
敬
意
を
表
す
る
。
〔
中
村
〕

　
　
　
　
○
先
聖
先
賢
聖
道
一
轍
義

一
國
［
一
口
紳
文
化
点
久
軌
棚
六
一

　
本
書
は
彼
の
元
窪
の
閣
難
の
秋
に
當
り
、
激
國
降
伏
の
事
を
憩
佛
に
所
願

し
て
愛
國
の
執
…
椿
…
を
披
潴
し
た
、
宏
覧
繹
廓
東
巖
慧
安
の
著
書
で
あ
っ
て
、

魅
子
本
上
下
二
雀
を
一
冊
に
ま
と
め
、
新
し
く
國
民
精
瀞
交
化
研
究
所
よ
り

土
民
精
紳
文
化
丈
鰍
第
六
と
し
て
枇
に
出
さ
れ
た
る
も
の
、
原
本
は
洛
北
正

傳
寺
の
所
藏
に
か
x
り
、
現
在
恩
賜
京
都
博
物
館
に
寄
託
せ
ら
れ
て
み
る
も

の
で
あ
る
。

　
本
書
の
内
容
は
、
王
法
、
國
家
、
道
徳
等
に
屈
す
る
先
聖
先
賢
を
問
答
盤

に
於
て
旧
い
た
一
種
の
教
訓
書
と
も
い
ふ
べ
き
竜
の
で
、
文
永
十
年
懇
安
が

彼
の
弟
子
継
碗
に
與
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
蜜
に
愛
墨
焼
窪
溜
の
思
想
を
磯
膿

系
的
に
窺
ひ
得
る
唯
一
の
墨
書
と
竜
云
ふ
べ
く
、
且
…
封
外
六
三
の
緊
迫
に
よ

っ
て
、
著
し
く
寒
路
意
識
の
高
揚
せ
る
、
當
時
の
國
民
思
想
の
研
究
上
、
鋏

く
べ
か
ら
ざ
る
貴
重
な
る
資
料
で
あ
ら
う
Q
（
吏
京
・
潮
瀬
精
薄
交
潮
研
究
所

愚
行
斗
菊
鋼
仕
立
和
装
、
四
＝
貝
、
定
債
聴
取
凱
拾
銭
）

　
　
　
　
○
近
世
政
治
史介

吉
　
村
　
宮
　
男
　
著

　
　
　
　
　
　
一
新
日
本
史
叢
書
第
一
囮
配
本
…
1

　
凡
そ
一
帯
の
野
望
的
不
安
が
愚
民
の
意
識
に
登
り
郡
家
的
危
期
が
叫
ば
れ

る
嫌
に
な
る
と
あ
ら
ゆ
る
學
間
一
特
に
解
羅
の
學
間
と
し
て
の
文
化
科
學

の
領
域
に
於
て
は
、
明
快
に
し
て
尖
鏡
な
る
も
の
が
要
求
せ
ら
れ
て
、
愚
問

ほ
速
に
立
場
の
分
裂
を
始
め
る
。
我
國
に
於
て
・
も
近
年
非
常
時
日
本
の
麗
が

放
た
れ
て
以
來
、
園
畏
の
膣
史
は
檬
々
の
立
場
に
於
て
批
要
せ
ら
れ
、
腿
史

に
於
け
る
多
く
の
學
振
は
、
そ
れ
ぐ
に
自
己
の
窯
涙
的
爵
的
意
識
を
以
っ

て
次
の
時
代
へ
の
強
力
な
る
指
導
性
を
誇
示
せ
ん
と
七
て
る
る
。
國
史
の
學

問
は
正
に
情
熟
の
俘
と
な
り
終
ら
ん
と
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
學
問

的
危
期
に
當
っ
て
置
に
我
々
の
思
向
す
べ
き
途
は
、
無
限
に
純
粋
な
る
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
の
欲
求
に
於
て
書
か
れ
た
る
力
強
き
三
更
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
て
る
嚥
下

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
ま
こ
と
に
歴
史
學
は
私
的
な
る
感
情
と

信
念
を
越
え
て
理
性
的
な
る
立
場
に
立
つ
事
に
よ
り
、
他
面
に
於
て
は
ま
た

深
き
學
問
的
理
解
に
よ
っ
て
速
に
詩
と
交
配
か
ら
自
己
を
分
離
せ
し
む
べ
き

で
あ
る
。

　
既
の
秋
に
當
っ
て
西
岡
慶
之
助
氏
を
中
心
と
せ
る
「
新
縫
本
吏
叢
書
」
二
十

五
雀
が
「
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
養
を
充
分
に
自
已
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
上
に

薪
た
な
る
領
域
を
郵
貯
し
や
う
と
す
る
」
所
の
「
東
京
樹
勢
大
學
丈
學
部
出
身

の
若
き
良
心
的
史
野
砲
し
達
に
よ
っ
て
世
に
問
は
れ
ん
と
し
て
み
る
築
は
虞

に
三
昧
多
き
窺
柄
で
あ
る
。
そ
の
企
署
す
る
所
は
「
俊
敏
な
る
史
蟹
の
認
識

に
基
づ
く
學
問
的
純
潔
さ
を
、
と
ら
は
れ
る
所
な
き
批
判
に
よ
っ
て
な
る
清

薪
に
し
て
強
靱
な
る
救
述
」
の
中
に
「
日
木
腿
交
の
薪
し
き
四
三
」
を
展
開
せ

し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
我
々
は
先
づ
本
叢
書
の
「
翻
窒
」
が
暴
問
的

第
　
…
十
一
雅
砲
　
第
一
一
…
號
　
　
　
轟
ハ
五
七

（E11）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
介

む
む
む
む
む

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
生
き
ん
と
す
る
轍
に
多
大
の
好
意
と
業
繋
の
念
を
叢
る
べ
き

で
あ
ら
う
。

　
本
叢
書
は
西
岡
域
の
「
薪
日
本
更
纏
設
し
以
下
、
大
膿
時
代
毎
に
纏
濟
・
政

治
・
黙
想
。
交
化
と
特
殊
專
門
の
旛
史
を
執
筆
者
各
自
が
婚
當
せ
る
も
の
。

そ
の
第
一
回
配
本
「
近
世
政
治
史
」
を
み
る
に
近
世
政
治
の
特
質
・
徳
川
幕
府

政
治
の
成
立
。
幕
府
官
僚
の
雛
…
成
・
．
所
謂
交
治
政
治
の
展
開
・
幕
府
政
治
の
停

頓
・
幕
政
の
崩
壌
過
程
・
結
論
と
大
鐘
概
読
的
な
構
成
の
下
に
諸
章
を
立
て
、

近
涯
封
建
築
三
に
於
け
る
政
治
形
態
の
特
質
を
以
て
、
封
建
就
曾
存
立
の
物

質
酌
塞
礎
た
る
農
災
訣
求
の
合
理
的
遽
行
、
及
び
斯
か
る
封
建
瀧
會
を
根
抵

よ
り
動
揺
せ
し
め
る
庚
の
近
世
的
商
晶
纏
濟
に
封
ず
る
爲
政
者
の
政
策
に
あ

り
と
し
、
封
建
制
再
編
成
者
と
し
て
の
信
長
・
秀
吉
よ
り
家
康
の
登
場
及
び

鎖
國
の
實
現
に
よ
っ
て
完
成
せ
ら
れ
た
近
世
封
建
三
三
も
三
軍
家
綱
よ
り
實

纏
に
至
る
四
代
の
交
治
政
治
、
吉
宗
・
家
重
・
家
治
三
代
の
幕
政
停
頓
時
代
を

纒
て
徐
々
に
崩
壌
の
過
程
に
入
り
、
松
畢
定
信
等
の
補
強
馬
瀬
に
も
拘
ら
ず

天
保
改
革
の
失
敗
に
よ
っ
て
「
近
世
的
政
治
支
配
の
基
礎
は
全
面
的
に
分
解
」

せ
ん
と
す
る
聖
断
に
撃
つ
た
、
と
す
る
。
著
者
吉
村
氏
の
抱
く
瓶
會
耳
掛
の

理
論
は
ま
こ
と
に
明
快
、
今
年
の
下
部
縫
…
能
と
の
聯
關
に
覧
て
、
政
治
形
態

の
推
移
進
展
の
必
然
性
を
示
さ
ん
と
す
る
主
張
は
、
全
救
蓮
を
封
じ
て
最
も

著
し
く
麿
取
さ
れ
る
所
で
あ
る
》
著
者
吉
村
氏
は
最
近
東
大
國
更
科
｛
出
身
の

薪
鏡
と
聞
く
。
此
の
大
著
を
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
た
手
腕
は
實
に
偉
と
す

べ
き
で
あ
る
が
、
全
編
を
減
じ
て
聯
か
泊
公
式
主
義
的
な
安
易
さ
が
存
在
し
は

し
な
い
か
。
殊
に
後
牟
本
論
を
天
保
改
革
・
に
絶
ち
、
以
後
幕
政
の
浅
落
。
版

籍
奉
遼
に
至
る
過
程
に
征
し
て
僅
か
に
十
頁
を
費
し
た
に
過
ぎ
な
い
黙
は
、

、旧

ﾊ
に
於
て
〕
輿
の
意
想
に
於
け
る
封
建
付
議
の
潰
滅
が
政
治
的
に
も
亦
藤
制

第
二
十
囲
岱
　
第
｝
一
二
號
　
　
　
点
ハ
緊
五
膳
八

の
慶
棄
に
あ
る
事
を
思
ふ
蒔
、
全
叙
述
の
艦
制
の
上
に
少
し
く
不
安
を
感
ぜ

ざ
る
を
得
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凧

　
け
れ
ど
も
本
書
の
期
す
所
が
態
度
の
膨
面
臼
さ
に
あ
り
、
若
き
麗
筆
の
清

里
な
る
主
張
に
在
ち
と
す
れ
ば
、
斯
く
完
結
せ
ら
れ
た
る
概
説
親
政
治
史
は

そ
れ
自
身
と
し
て
屯
爾
此
の
道
の
入
門
者
に
と
っ
て
好
参
考
書
た
る
を
失
は

な
い
で
あ
ら
う
Q
唯
本
叢
書
は
二
十
数
域
の
共
同
増
作
に
よ
っ
て
「
新
膿
系
の

樹
立
を
麹
薯
」
す
る
も
の
、
我
々
は
執
筆
者
昏
位
が
凶
暴
に
統
制
あ
る
組
織
の
下

に
、
奮
文
化
史
に
於
け
る
百
昧
箪
笥
的
寄
合
所
帯
の
無
力
さ
を
剋
服
し
て
、

所
期
の
目
的
を
宣
現
せ
ら
れ
ん
事
を
翼
韮
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
東
京
・
内
外

書
籍
酸
行
、
四
六
版
、
三
〇
二
週
頃
毎
溺
萱
圓
五
拾
銭
）
〔
以
上
内
藤
〕

　
　
　
　
○
滋
賀
縣
八
幡
町
史
綱
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
尾
猛
市
郎
署

　
近
江
商
人
の
本
場
と
し
て
、
我
國
近
世
の
纏
濟
史
上
特
異
の
地
位
を
占
め

る
滋
賀
縣
八
幡
町
に
あ
っ
て
は
、
数
年
來
町
史
の
編
纂
を
企
醜
し
、
編
尾
畢

士
に
堕
し
て
史
料
の
蒐
集
整
理
に
力
を
卜
し
つ
瓦
あ
っ
た
が
、
昨
今
漸
く
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

の
編
纂
の
緒
に
つ
か
ん
と
す
る
に
常
り
、
ま
つ
そ
の
概
要
を
取
纏
め
て
町
史

綱
要
の
名
を
以
て
公
刊
せ
ら
る
』
こ
と
エ
な
っ
た
）
こ
の
書
は
警
士
が
同
町

實
業
學
校
生
徒
め
爲
に
講
蓮
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
町
史
の
議
案
を
骨
子
と
せ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
叙
述
は
極
め
て
垂
釣
に
、
淡
々
と
し
て
太
古
よ
り

開
治
初
年
に
至
る
こ
の
地
勢
遽
の
跡
を
蓮
べ
て
る
る
。
そ
の
導
者
と
し
て
強

固
せ
ら
れ
て
る
る
と
こ
ろ
は
常
の
町
機
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
我
々
一
般

人
に
と
っ
て
屯
極
め
て
興
味
深
く
、
菊
判
一
〇
四
頁
の
分
量
も
紅
霞
に
は
識

に
頃
合
ひ
で
あ
る
。
近
時
諸
方
に
総
て
編
纂
さ
れ
る
地
方
誌
が
往
々
に
し
て

（212）


